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（３）畜産物安全性確保対策事業

ア 生産衛生管理体制整備事業

食品の安全性確保手法として優れたＨＡＣＣＰ（危害度分析重要管理点）方式を家畜の生産段

階に導入し、農家における安全性確保体制を整備するため、調査・検査及び指導を実施した。

実施区域 実施戸数 実施回数 備考

大田原市、那須町 ３ １０ 養豚農家を対象に実施

イ 動物用医薬品危機管理対策事業

(ｱ) 医薬品の検査

不良な動物用医薬品を排除し、流通段階にある動物用医薬品の品質確保を図るため、動物用医

薬品販売業者への立入検査・指導及び動物用医薬品の品質確保検査を実施した。

販売業者店舗数
立入検査・指導

品質検査実施動物用医薬品 備考
対象店舗数 実施店舗数

６５ ６５ ４１ ジメトキシン注NZ

(ｲ) 薬剤耐性菌の発現状況調査

抗菌剤の人と動物の健康に対するリスク分析の基礎資料を得ることを目的とし、薬剤耐性菌の

発現状況調査を実施した。

対象細菌 対象農家数 対象頭数 対象家畜 備考

大腸菌 ７ ７ 牛、豚、鶏

３ その他の事業

（１）薬事法関連

飼育動物の疾病予防・治療等に用いられる動物用医薬品が、適正に製造、販売及び使用されるよう、

薬事法（昭和３５年法律第１４５号）の規定に基づき、製造業等の申請受付業務、販売業許認可業務

及び監視・指導を実施した。

ア 動物用生物学的製剤国家検定業務

検定対象品目数 製造ロット数 検定抜き取り回数 開封回数

１６ ３８ ３８ ４４

イ 動物用医薬品等販売業許認可業務

区分 新規 更新 許可証書換交付 許可証再交付 廃止

店舗販売業 ２ ０ ０ ０ ５

卸売店舗販売業 ０ ０ ０ ０ ０

特例店舗販売業 ６ １５ ６ ０ ０

高度管理医療機

器販売業
０ ０ ０ ０ ０

管理医療機器販

売業（届出）
０ － － － ０

計 ８ １５ ６ ０ ５
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（２）獣医師法、獣医療法関連

獣医療の適正確保を目的に、獣医師法（昭和２６年法律第１８６号）及び獣医療法（平成４年法律

第４６号）の規定に基づき、診療施設関連届出の受理、診療施設に対する立入調査を行った。

ア 診療施設開設状況

区分 産業動物 小動物 計

開 設 ３ ２ ５

休 止 １ ０ １

廃 止 ６ １ ７

平成２３年３月３１日現在 ６９ ２２ ９１

※ 産業動物と小動物の両方を診療する施設は、産業動物に区分

イ 診療施設立入調査

件数 内容

２３ 構造設備、診療簿の記載及び保管、劇毒薬保管状況等

（３）家畜改良増殖法関連

家畜改良増殖法（昭和２５年法律第２０９号）の規定に基づき、適正な家畜の改良・増殖の促進を

目的に、種雄畜について、繁殖障害、伝染性疾病及び遺伝性疾患の検査を実施した。また、家畜人工

授精業務の適正確保を目的に、家畜人工授精師免許証の交付、家畜人工授精所の開設の許可及び家畜

人工授精師に対する立入調査を実施した。

ア 種畜検査

畜種 戸数 頭数 備考

牛 ８ ２５

馬 １ １

豚 １ ６９

計 １０ ９５

イ 家畜人工授精師免許証の交付

区分 新規交付件数 再交付件数 書換交付件数

家畜人工授精師免許証の交付 ６ ２ ０

ウ 家畜人工授精所の開設の許可

区分 開設の許可 廃止 現在開設数

家畜人工授精所の開設 ２ ２ １２

エ 家畜人工授精師等立入調査

件数 指導内容 備考

２５ 家畜人工授精簿の記入及び保管等 獣医師６名、家畜人工授精師１９名
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（４）家畜衛生情報の提供

区分 発行件数 備考

速報 ３５ 高病原性鳥インフルエンザ：19回、口蹄疫：16回

広報 ４
事業概要、農家配布用パンフレット（口蹄疫関連）：２回

家保だより（暑熱対策）

（５）その他

ア ビタミン検査

高品質牛肉生産のための肥育技術のひとつであるビタミンＡコントロールに関連し、農家等の

依頼に基づき肥育牛の血中ビタミン濃度を検査した。

検査件数 検査頭数 備考

３１ ２８４

イ 乳汁検査

乳房炎による損耗防止のため、農家の依頼に基づき、乳房炎牛の乳汁について細菌分離検査及び

有効薬剤の選択のため分離菌の薬剤感受性検査を実施した。

検査件数 検査頭数 備考

１０８ １９６
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